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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 15,399 △7.0 26 △89.7 91 △71.2 △121 ―
22年3月期第2四半期 16,551 16.3 259 21.4 317 13.0 83 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 △4.60 ―
22年3月期第2四半期 3.14 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 34,227 24,709 71.8 927.62
22年3月期 32,897 25,125 76.0 943.48

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  24,566百万円 22年3月期  24,987百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― ― ― 5.00 5.00
23年3月期 ― ―
23年3月期 

（予想）
― 5.00 5.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 34,700 △1.4 620 △40.7 720 △37.1 250 △19.6 9.44



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外でありますが、この四半期決算短信の開示時点において、金
融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きは終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）3ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】3ページ「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 31,460,000株 22年3月期  31,460,000株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  4,976,642株 22年3月期  4,975,242株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 26,483,522株 22年3月期2Q  26,538,053株
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(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、個人消費や設備投資で持ち直しが見られた一方、円高の影響

による輸出の落ち込みや依然として高水準にある失業率等により、予断を許さない状況で推移しました。道内経済

においても、個人消費や住宅着工戸数に持ち直しの動きが見られるものの、公共投資の大幅な減少等から厳しい状

況が続いております。 

当社グループでは、厳しさを増す経営環境のなか、地域に密着した営業活動を積極的に展開し、増収に力を注ぐ

とともに、経営体質の強化等に取り組んでまいりました。 

当第2四半期連結累計期間の業績は、売上高15,399百万円（対前年同期比7.0％減）、営業利益26百万円（同

89.7％減）、経常利益91百万円（同71.2％減）、121百万円の四半期純損失となりました。 

セグメントの業績は次のとおりであります。 

  

   ① 旅客自動車運送事業 

乗合バス部門は、4月に札幌市内と三井アウトレットパーク札幌北広島を結ぶ路線の運行を開始したほか、道

内バス会社13社の連携により、都市間高速バスの広告宣伝活動を行いましたが、景気低迷や猛暑による出控え、

高速道路一部無料化等の影響を受け、減収となりました。貸切バス部門は、道外からのツアー旅行や修学旅行の

受注減少により減収となりました。 

この結果、売上高は9,889百万円（対前年同期比1.5％減）、営業利益は5百万円（同97.0％減）となりまし

た。 

なお、貸切バス部門は、夏期が繁忙期であり、需要が多くなるため、第1四半期及び第2四半期の売上高が他の

四半期に比べて高くなる季節的変動があります。 

      

      ② 建設業 

建設業は、公共事業の予算規模縮小の影響による工事件数の減少及び競争激化により受注が減少しました。 

この結果、売上高は3,118百万円（対前年同期比23.7％減）、142百万円の営業損失となりました。 

  

      ③ 清掃業・警備業 

清掃業・警備業は、契約先の経費削減を背景とした解約や契約内容の見直し等がありました。また、外注費の

見直しや業務の改善に取り組み、経費を削減しました。 

この結果、売上高は1,280百万円（対前年同期比6.0％減）、営業利益は74百万円（同38.8％増）となりまし

た。 

  

      ④ 不動産事業 

不動産事業は、宅地の販売区画数が前年実績に及びませんでした。 

この結果、売上高は401百万円（対前年同期比6.2％減）、営業利益は156百万円（同10.2％減）となりまし

た。 

  

      ⑤ 観光事業 

ニセコアンヌプリ国際スキー場は、春スキーは好調でしたが、夏期のゴンドラ利用は低調に推移しました。小

樽天狗山スキー場は、団体客等のロープウェイ利用が増加しました。これらにより、スキー場全体としては、増

収となりました。ホテルニセコいこいの村は、旅行形態の変化に対応すべく個人向け商品の宣伝活動等、積極的

な営業活動を展開しましたが、団体利用客の減少により、減収となりました。 

この結果、売上高は200百万円（対前年同期比4.3％減）、134百万円の営業損失となりました。 

なお、当セグメントは、スキー場の営業が冬期間中心であるため、第4四半期の売上高が他の四半期に比べて

高くなる季節的変動があります。 

    

      ⑥ その他の事業 

旅行業は、営業活動を強化し、新規顧客を獲得したことにより、増収となりました。飲食業においては、地元

の旬の食材を活かしたメニューが引き続き好評を博したこと等により、増収となりました。自動車教習所は、入

校者数の落ち込みにより授業料収入が減少し、減収となりました。 

この結果、売上高は1,790百万円（対前年同期比10.0％増）、営業利益は40百万円（同63.2％増）となりまし

た。 

  

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

当第2四半期連結会計期間末における資産合計は34,227百万円で、前連結会計年度末と比べ1,329百万円

（4.0％）の増加となりました。これは、現金及び預金が1,417百万円増加したこと等によるものであります。 

負債合計は9,517百万円で、前連結会計年度末と比べ1,744百万円(22.4％)の増加となりました。これは流動負債

のその他に含まれている設備関係支払手形が722百万円増加したこと等によるものであります。 

純資産合計は24,709百万円で、前連結会計年度末と比べ415百万円(1.7％)の減少となりました。これは、利益剰

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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余金が268百万円減少したこと等によるものであります。 

  

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

平成23年3月期の業績予想につきましては、平成22年8月12日に公表した予想から変更はありません。 

  

  

(1) 重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

  

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等の著しい変化が生じておら

ず、かつ、一時差異等の発生状況について大幅な変動がないと認められるので、前連結会計年度において使用した

将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

① 資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20年３月31日)

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日)を適用し

ております。 

この変更により、当第２四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益は 千円それぞれ減少し、税金等調整

前四半期純損失は 千円増加しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は

千円であります。 

  

② 企業結合に関する会計基準等の適用 

当第２四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号 平成20年12月26日)、

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 平成20年12月26日)及び「企業結合会計基準及び事業

分離等会計基準に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日)を適用しております。 

  

（追加情報） 

バス車両に係る耐用年数の変更 

当社のバス車両については、従来、耐用年数を５年としておりましたが、第１四半期連結会計期間から耐用年数

を10年に変更しております。 

この変更は、近年、利用者の減少や車両価格の高騰により、投資回収の期間が以前よりも長くなり、バス車両の

使用期間は長期化する傾向があったこと、また、今後自動車排出ガス規制の強化(ポスト新長期規制)による環境規

制適合車への新規投資が増加し、バス車両の使用期間は一層長期化が見込まれることを契機として耐用年数の見直

しを実施した結果、従来採用していた耐用年数(５年)と実績に基づく使用可能予測期間(10年)との乖離が明らかに

なったことによるものであります。 

この変更により、当第２四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益は 千円それぞれ増加し、税金等調

整前四半期純損失は 千円減少しております。 

  

２．その他の情報

3,001

151,201

171,564

344,725

344,725

北海道中央バス㈱ （9085） 平成23年3月期第2四半期決算短信

－3－



３．四半期連結財務諸表 
(1)四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,432,620 6,015,545

受取手形及び売掛金 2,482,195 3,649,728

有価証券 119,520 49,725

販売用不動産 23,289 39,163

原材料及び貯蔵品 125,759 245,038

未成工事支出金 360,543 43,383

その他 521,249 319,813

貸倒引当金 △1,512 △1,893

流動資産合計 11,063,665 10,360,503

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 18,439,466 18,346,925

減価償却累計額 △13,599,652 △13,455,335

建物及び構築物（純額） 4,839,814 4,891,590

車両運搬具 25,278,918 24,980,715

減価償却累計額 △21,346,813 △22,176,544

車両運搬具（純額） 3,932,105 2,804,171

土地 10,687,757 10,696,258

その他 4,254,795 4,246,973

減価償却累計額 △3,746,616 △3,713,378

その他（純額） 508,179 533,595

有形固定資産合計 19,967,856 18,925,615

無形固定資産 74,797 83,779

投資その他の資産   

投資有価証券 2,559,498 2,917,687

その他 714,709 764,212

貸倒引当金 △153,453 △154,377

投資その他の資産合計 3,120,755 3,527,521

固定資産合計 23,163,409 22,536,915

資産合計 34,227,074 32,897,419
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,873,759 1,923,192

未払法人税等 247,500 187,813

賞与引当金 259,587 193,776

その他の引当金 6,218 2,279

その他 3,740,609 2,125,515

流動負債合計 6,127,675 4,432,578

固定負債   

退職給付引当金 2,380,143 2,426,697

役員退職慰労引当金 233,172 246,525

その他 776,145 666,535

固定負債合計 3,389,461 3,339,757

負債合計 9,517,137 7,772,336

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,100,000 2,100,000

資本剰余金 751,101 751,101

利益剰余金 22,724,154 22,992,556

自己株式 △1,131,421 △1,131,050

株主資本合計 24,443,834 24,712,606

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 122,772 275,257

評価・換算差額等合計 122,772 275,257

少数株主持分 143,330 137,219

純資産合計 24,709,937 25,125,083

負債純資産合計 34,227,074 32,897,419
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(2)四半期連結損益計算書 
(第２四半期連結累計期間) 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 16,551,411 15,399,225

売上原価 15,152,745 14,275,459

売上総利益 1,398,666 1,123,765

販売費及び一般管理費 1,139,007 1,096,975

営業利益 259,658 26,790

営業外収益   

受取利息 － 16,668

受取配当金 20,016 21,995

持分法による投資利益 14,024 13,443

その他 25,682 13,333

営業外収益合計 59,723 65,440

営業外費用   

支払利息 1,243 670

その他 157 －

営業外費用合計 1,401 670

経常利益 317,980 91,560

特別利益   

固定資産売却益 11,736 7,878

補助金収入 － 54,828

受取保険金 30,000 －

完成工事補償引当金戻入額 913 －

その他 9,176 21,651

特別利益合計 51,826 84,357

特別損失   

固定資産除売却損 47,271 12,869

固定資産圧縮損 － 54,946

減損損失 9,963 10,991

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 148,200

貸倒引当金繰入額 64,003 －

その他 19,365 922

特別損失合計 140,603 227,930

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

229,203 △52,012

法人税、住民税及び事業税 233,235 229,144

法人税等調整額 △93,624 △158,816

法人税等合計 139,611 70,327

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △122,339

少数株主利益又は少数株主損失（△） 6,157 △435

四半期純利益又は四半期純損失（△） 83,434 △121,903
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該当事項はありません。 

  

  

【事業の種類別セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

  

【セグメント情報】 

１ 報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、当

社の取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもの

であります。 

当社グループは、乗合旅客自動車運送事業をはじめとする旅客自動車運送事業を基軸に、建設、清掃・警備、

不動産、観光など地域に密着した様々な事業を積極的に展開しております。 

したがって、当社グループは、事業内容を基礎とした事業の種類別セグメントから構成されており、「旅客自

動車運送事業」、「建設業」、「清掃業・警備業」、「不動産事業」、「観光事業」及び「その他の事業」の６

つを報告セグメントとしております。 

報告セグメントにおける各事業区分の事業内容は、次のとおりであります。 

(1) 旅客自動車運送事業……乗合旅客自動車運送事業、貸切旅客自動車運送事業 

(2) 建設業……………………土木建築工事の請負及び設計監理 

(3) 清掃業・警備業…………建物施設総合管理、警備保障 

(4) 不動産事業………………土地建物の賃貸、販売及び売買の仲介 

(5) 観光事業…………………スキー場、ホテル業 

(6) その他の事業……………飲食業、公衆浴場業、物品販売業、自動車教習所、情報・サービス業(乗車券発

売・電算業務受託)、情報記録物製造業、旅行業 

  

２ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日) 

(注)１ セグメント利益又はセグメント損失(△)の調整額は、セグメント間取引消去であります。 

２ セグメント利益又はセグメント損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っておりま

す。 

  

(3)継続企業の前提に関する注記

(4)セグメント情報

  
旅客自動車
運送事業 
(千円) 

建設業 
(千円) 

清掃業・
警備業 
(千円) 

不動産事業
(千円) 

観光事業 
(千円) 

その他の
事業 

(千円) 

計 
(千円) 

消去又は 
全社 

(千円) 

連結
(千円) 

売上高                  

(1) 外部顧客に対す
る売上高 9,993,603  4,061,923 949,945 306,763 190,250 1,048,926  16,551,411 － 16,551,411

(2) セグメント間の
内部売上高又は
振替高 

45,903  27,752 412,467 163,227 6,291 579,467  1,235,110 ( )1,235,110 －

計 10,039,506  4,089,675 1,362,413 469,991 196,541 1,628,393  17,786,522 ( )1,235,110 16,551,411

営業利益又は 
営業損失(△) 194,795  △54,870 53,413 114,936 △93,797 25,061  239,539 20,118 259,658

  

報告セグメント

調整額 
(千円) 

四半期連結
損益計算書

計上額 
(千円) 

旅客自動車
運送事業 
(千円) 

建設業 
(千円) 

清掃業・
警備業 
(千円) 

不動産事業
(千円) 

観光事業 
(千円) 

その他の
事業 

(千円) 

合計 
(千円) 

売上高                  

外部顧客に対する 
売上高 9,841,289  3,080,482 859,750 268,995 196,178 1,152,529  15,399,225 － 15,399,225

セグメント間の 
内部売上高又は 
振替高 

47,799  38,374 421,160 132,694 4,544 638,254  1,282,828 △1,282,828 －

計 9,889,088  3,118,857 1,280,910 401,690 200,723 1,790,783  16,682,054 △1,282,828 15,399,225

セグメント利益又は 
セグメント損失(△) 5,866  △142,944 74,159 156,455 △134,318 40,898  117 26,673 26,790
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（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号 平成21

年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号 平成

20年３月21日)を適用しております。 

  

  

該当事項はありません。 

  

  

(5)株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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